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資料E　十日町支部（12.1現在）  

				　　　　　　　　　　十日町　支部  

		2024年度　　　担当者(案）		2023年度　　支部活動実績　　　(　②多職種連携会議　③県栄CS事業　　　　 2024年3月までの予定含む） 

				事業区分 ジギョウ クブン		事業名または
会議名 ジギョウメイ カイギメイ		開催回数（年度） カイサイ カイスウ ネンド		開催日 カイサイ ビ		主催者　　　　　　（依頼主） シュサイシャ ヨ ライ ヌシ		内容 ナイ カタチ		参加者 サンカシャ		役職		謝金　　　　　　　　　報償費　　　　　　 シャキン ホウショウヒ		旅費　　　　　　　　　　　　 リョヒ		事前会議　　 ジゼン カイギ						事後会議　　 ジゴ カイギ

																								有 無　　　回数		謝金　　　　　　　　　有無　　　　　　		旅費　　　　　　　　　　　　有無		有 無　　　回数		謝金　　　　　　　　有無　　　　　　　		旅費　　　　　　　　　　　　有無

		支部長 シブチョウ		多団体 タ ダンタイ		十日町地域糖尿病対策連携会議 トオカマチ チイキ トウニョウビョウ タイサク レンケイ カイギ		1回 カイ		書面開催 ショメン カイサイ		十日町地域糖尿病対策連携会議		事業内容についての報告 ジギョウ ナイヨウ ホウコク		支部長(所属団体長の指定あり） シブチョウ ショゾクダンタイ チョウ シテイ		委員 イイン		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ

		地域栄養ケア担当 チイキ エイヨウ タントウ		多団体 タ ダンタイ		十日町地域糖尿病対策連携会議企画委員会 トオカマチ チイキ トウニョウビョウ タイサク レンケイ カイギ キカク イイン カイ		2回 カイ		8/1
9/27		十日町地域糖尿病対策連携会議		事業内容検討 ジギョウ ナイヨウ ケントウ		地域活動代表
(蕪木康子さん）
8/1のみ参加 チイキ カツドウ ダイヒョウ カブラギ ヤスコ サンカ		委員 イイン		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ

		支部長 シブチョウ		多団体 タ ダンタイ		十日町市健康づくり推進協議会 トオカマチシ ケンコウ スイシン キョウギカイ		2回 カイ		10/３
12/26		十日町市 トオカマチシ		事業内容についての報告・検討 ジギョウ ナイヨウ ホウコク ケントウ		支部長(所属団体長の指定あり） シブチョウ ショゾクダンタイ チョウ シテイ		委員 イイン		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ

		地域栄養ケア担当 チイキ エイヨウ タントウ		多団体 タ ダンタイ		いきいき大好き津南町推進委員会  ダイス ツナンマチ スイシン イインカイ		1回　
（２月～3月頃実施予定)　 カイ ガツ ガツ ゴロ ジッシ ヨテイ		開催方法未定 カイサイ ホウホウ ミテイ		津南町 ツナンマチ		事業内容についての報告・検討 ジギョウ ナイヨウ ホウコク ケントウ		地域活動担当
(志田中さん) チイキ カツドウ タントウ シダ ナカ		食育部会長 ショクイク ブ カイチョウ		書面開催の場合無 ショメン カイサイ バアイ ナ		無 ナ		有
1回 ア カイ		有
3700円 ア エン		(報償費に含まれる) ホウショウヒ フク		無 ナ		無 ナ		無 ナ

		地域栄養ケア担当 チイキ エイヨウ タントウ		多団体 タ ダンタイ		津南町保健医療福祉計画策定委員会 ツナンマチ ホケン イリョウ フクシ ケイカク サクテイ イインカイ		2回 カイ		11/30
2/28		津南町 ツナンマチ		Ｒ５年度から５年間の計画策定 ネンド ネンカン ケイカク サクテイ		地域活動担当 チイキ カツドウ タントウ		委員 イイン		有
3700円/回 ア エン カイ		(報償費に含まれる) ホウショウヒ フク		事前会議対象者の場合は有 ジゼン カイギ タイショウシャ バアイ ア						無 ナ		無 ナ		無 ナ

		医療・福祉・行政・地域活動 イリョウ フクシ ギョウセイ チイキカツドウ		多団体 タ ダンタイ		高齢者栄養管理連携研究会企画検討会 コウレイシャ エイヨウ カンリ レンケイ ケンキュウカイ キカク ケントウカイ		2回 カイ		7/18
8/30		十日町地域振興局健康福祉部 トオカマチチイキシンコウキョク ケンコウ フクシブ		研究会の具体的な計画・研究の振り返り ケンキュウ カイ グタイテキ ケイカク ケンキュウ フ カエ		医療･福祉･行政・地域活動部役員 イリョウ フクシ ギョウセイ チイキ カツドウ ブ ヤクイン		委員 イイン		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ

																														2023.11.29



2023年度支部活動➀②③実績及び　2024年度担当者案を　赤字で入力（実施が無かった事業は＝印）各項目ごとに記入

資料E

次回はＲ９年度に開催



十日町支部2023年度案  

						　支部名　　十日町　支部    　　2022年度（2022年4月～2023年3月末）　公益１　・　多職種多団体会議　 シブメイ トオカマチ シブ



						注１）　2022年度に実施した　公益１及び多職種他団体会議のみ記載してください。　事業区分に〇をつけてください チュウ ネン ド ジッシ コウエキ オヨ タ ショクシュ タダンタイ カイギ キサイ ジギョウ クブン

						注２)  就任者は出席（参加者）支部役職を記載してください。　 チュウ シュウニンシャ シュッセキ サンカシャ シブ ヤクショク キサイ

						注3)  役職は、依頼役職名を記載してください。　 チュウ ヤクショク イライ ヤクショク メイ キサイ



		事業　　　　区分 ジギョウ クブン		2024年度　　　担当者(案） ネンド タントウシャ アン		事業名または
会議名 ジギョウメイ カイギメイ		開催回数（年度） カイサイ カイスウ ネンド		開催日　　　 カイサイ ヒ		主催者　　　　　　（依頼主） シュサイシャ ヨ ライ ヌシ		内容 ナイ カタチ		就任者 シュウニンシャ		役職		謝金　　　　　　　　　有　無　　　　　　　＊有の場合、金額も記入 シャキン アリ ム ア バアイ キンガク キニュウ		旅費　　　　　　　　　　　　有　無 リョヒ アリ ム		事前会議　　 ジゼン カイギ						事後会議　　 ジゴ カイギ

																								有 無　　　回数		謝金　　　　　　　　　有　無　　　　　　　＊金額も記入		旅費　　　　　　　　　　　　有　無		有 無　　　回数		謝金　　　　　　　　有　無　　　　　　　金額も記入		旅費　　　　　　　　　　　　有　無

		公益１ コウエキ		地域栄養ケア担当 チイキ エイヨウ タントウ		十日町地域糖尿病予防ワークショップ事業 トオカマチ チイキ トウニョウビョウ ヨボウ ジギョウ		4回 カイ		10/24
11/10
2/15
3/2		十日町地域糖尿病対策連携会議		健康管理についてのセミナー(栄養士会は2/15のみ参加) ケンコウ カンリ エイヨウシ カイ サンカ		地域活動代表 チイキ カツドウ ダイヒョウ

owner: 保健所と連携して一般市民向けのワークショップや働き盛り世代をターゲットにしたセミナー
		委員 イイン		有
5000円/1人 ア エン ニン		無 ナ		有1回
(都合がつかず欠席) アリ カイ ツゴウ ケッセキ		無 ナ		無 ナ		有1回(連携会議企画委員会)
(都合がつかず欠席) アリ カイ ツゴウ ケッセキ		無 ナ		無 ナ

		多団体 タ ダンタイ		支部長 シブチョウ		十日町地域糖尿病対策連携会議 トオカマチ チイキ トウニョウビョウ タイサク レンケイ カイギ		1回 カイ		書面開催 ショメン カイサイ		十日町地域糖尿病対策連携会議		事業内容についての報告 ジギョウ ナイヨウ ホウコク		支部長(所属団体長の指定あり） シブチョウ ショゾクダンタイ チョウ シテイ		委員 イイン		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ

		多団体 タ ダンタイ		地域栄養ケア担当 チイキ エイヨウ タントウ		十日町地域糖尿病対策連携会議企画委員会 トオカマチ チイキ トウニョウビョウ タイサク レンケイ カイギ キカク イイン カイ		1回 カイ		3/6		十日町地域糖尿病対策連携会議		事業内容検討
(都合つかず欠席) ジギョウ ナイヨウ ケントウ ツゴウ ケッセキ		地域活動代表（蕪木さん指名） チイキ カツドウ ダイヒョウ カブラギ シメイ

owner: 保健所と連携して一般市民向けのワークショップや働き盛り世代をターゲットにしたセミナー
		委員 イイン		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ

		多団体 タ ダンタイ		地域栄養ケア担当 チイキ エイヨウ タントウ		十日町市健康づくり推進協議会 トオカマチシ ケンコウ スイシン キョウギカイ		1回 カイ		5/25		十日町市 トオカマチシ		事業内容についての報告・検討 ジギョウ ナイヨウ ホウコク ケントウ		支部長 シブチョウ		委員 イイン		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ

		多団体 タ ダンタイ		地域栄養ケア担当 チイキ エイヨウ タントウ		いきいき大好き津南町推進委員会  ダイス ツナンマチ スイシン イインカイ		1回（1回～2回） カイ カイ カイ		書面開催 ショメン カイサイ		津南町 ツナンマチ		事業内容についての報告・検討 ジギョウ ナイヨウ ホウコク ケントウ

ENST083: 食育、運動・体力、心の3つの部会に分かれて、生活習慣病予防に関する具体的な取り組みを検討し、実施する
		地域活動担当 チイキ カツドウ タントウ		食育部会長 ショクイク ブ カイチョウ		書面開催のため無 ショメン カイサイ ナ		無 ナ		有
1回 ア カイ		有(報償費）
3700円 ア ホウショウヒ エン		(報償費に含まれる) ホウショウヒ フク		無 ナ		無 ナ		無 ナ

		多団体 タ ダンタイ		地域栄養ケア担当 チイキ エイヨウ タントウ		津南町保健医療福祉計画策定委員会 ツナンマチ ホケン イリョウ フクシ ケイカク サクテイ イインカイ		2回 カイ		11/30
2/28		津南町 ツナンマチ		Ｒ５年度から５年間の計画策定 ネンド ネンカン ケイカク サクテイ		地域活動担当 チイキ カツドウ タントウ		委員 イイン		有(報償費）
3700円/回 ア ホウショウヒ エン カイ		(報償費に含まれる) ホウショウヒ フク		事前会議対象者の場合は有 ジゼン カイギ タイショウシャ バアイ ア						無 ナ		無 ナ		無 ナ

		多団体 タ ダンタイ		医療・福祉・行政・地域活動 イリョウ フクシ ギョウセイ チイキカツドウ		高齢者栄養管理連携研究会企画検討会 コウレイシャ エイヨウ カンリ レンケイ ケンキュウカイ キカク ケントウカイ		2回 カイ		6/13
10/27		十日町地域振興局健康福祉部 トオカマチチイキシンコウキョク ケンコウ フクシブ

owner: 2022年度は十日町保健所の原さんが出席
2023年度は原さんから星野さんになります。
		研究会の具体的な計画・研究の振り返り ケンキュウ カイ グタイテキ ケイカク ケンキュウ フ カエ		医療・福祉・行政・地域活動部役員 イリョウ フクシ ギョウセイ チイキ カツドウ ブ ヤクイン

owner: 主催者から施設指定で
依頼あり。
4人出席。
4人のうち3人が支部役員、1人が一般会員
		

owner: 保健所と連携して一般市民向けのワークショップや働き盛り世代をターゲットにしたセミナー
		委員 イイン		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ		無 ナ

																																　　　　　　　　2023.4.25
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受講後アンケート　原本

		タイムスタンプ		メールアドレス		1.あなたの職種を教えて下さい		2.あなたは新潟県栄養士会の会員ですか？		A.栄養士会会員番号		B.お名前(漢字)　入力例：栄養　花子		C.講演の内容について、ご意見・ご感想をお聞かせください。		3.今回の研修の内容はいかがでしたか？		4.講師への質問がある方はこちらにご入力ください。
		5.現在、新潟県栄養士会では、在宅医療(栄養)推進事業(新潟県補助事業)を行っております今後受講したい研修講師や内容がありましたら、お聞かせください。事業運営の参考にさせていただきます。		6.その他、ご意見や新潟県栄養士会への連絡事項等があればなどはこちらへご入力ください。

		1/16/2024 14:40:39		kyotaku_momonoki@aq.wakwak.com		ケア・マネジャー		いいえ (新潟県栄養士会会員外)								大変参考になった。

		1/16/2024 16:27:34		wha18024@nuhw.ac.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		20013440		竹内　佳乃子		栄養の大切さ、地域との連携の大切さを改めて学ぶことができました。		参考になった。

		1/16/2024 18:39:11		odaira@inaho-s-net.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502481		大平　真由美		報酬改定前にタイムリーな内容。多職種連携や情報発信の重要性を感じた。		参考になった。		特にありません。		実践例の報告会や検討会議		特にありません。

		1/17/2024 15:34:12		tomoko_0427@yahoo.co.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502912		田村　智子		在宅ケアの栄養士の介入についてわかりやすくご講義いただき、栄養士のいないところにおける支援の必要性について理解することができました。		大変参考になった。

		1/17/2024 21:38:41		miyo_canon2016@yahoo.co.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01501771		長谷川　美代		前半はよく理解できない箇所もあったが、後半の部分はよく理解できた。栄養がmust であることを管理栄養士からも発信していく必要性を痛感した。		参考になった。

		1/17/2024 22:42:55		saku.kuru.a@iCloud.com		栄養士・管理栄養士		いいえ (新潟県栄養士会会員外)								大変参考になった。

		1/18/2024 5:36:36		napford_brendam0117@outlook.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01503329		藤澤　恵子		生産年齢人口がさらに減少することがわかっている今、地域でそれをどのようにカバーしていくのか、自分事として捉えている人がどのぐらいいるのだろうかと気になりました。
支部の栄養士に、この研修を勧めてみようと思います。
また、自立支援のためには栄養、口腔、リハの連載が必須である事。特に予防の時点での栄養士の関わりが重要であることを再認識しました。		大変参考になった。

		1/18/2024 11:57:40		nokumegu1222@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01504248		畠山　恵		症例や実際、現場で取り組んでいる内容についてご紹介いただき、イメージしやすく分かりやすかった。		大変参考になった。

		1/18/2024 14:49:44		ogi_eiyou@niigata-min.or.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01500491		佐藤　千鶴		通所リハビリを持つ老健施設に勤務しているが、なかなか在宅利用者の栄養ケアを行うだけの体制がないため、実際の支援、指導等は行っていない。病院栄養指導や診療所の在宅指導経験もあるが、最近はなかなか在宅支援には縁がなかった。講演を聞いて、今後はさらに在宅支援が必須と感じた。栄養士として支援できるスキルと多職種への伝達指導等できるような知識や技術を身につけて、さらなる高齢化に備えていきたい。		大変参考になった。				実際の在宅栄養指導の実践や歯科診療など摂食嚥下指導。認知症の在宅栄養指導など


		1/18/2024 17:06:06		yonekura-r@city.mitsuke.niigata.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502808		米倉里佳		動画の事例は効果が一目瞭然でとても良かったです。		大変参考になった。

		1/18/2024 20:21:31		215md-grpn.pig-mo203@ezweb.ne.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01504215		齋藤　翠		医療計画から実際に行っている在宅支援まで幅広い分野を学ぶことができ、良かったです。特に事例は大変参考になりました。		大変参考になった。

		1/18/2024 23:58:22		keserd.serd.sachiko41@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502881		山田　祥子		国の動向と栄養士がどのように関わっていけば良いのかが理解できました。		大変参考になった。				今後受講したい講師
・佐々木淳先生：在宅高齢者の栄養をどのように考えるか
・塩野崎淳子さん（仙台で在宅訪問栄養食事指導で活躍）：重度障害児と栄養ケア（家族とのかかわり）

		1/19/2024 11:12:10		k0902633d@docomo.ne.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01503839		出崎　加奈子		誰がどのように介入するかがわかりやすく明記され、今後の助言に活かしていきたいと思います。		大変参考になった。		ケアマネさんやご家族が消極的な場合はどうしたら良いでしょうか？		在宅で使えるサービスについて。
上手い活用方法など。		以前ケアマネさん目線からの研修を受けましたが、ケアマネ、相談員への意識づけも必要だと感じます。

		1/19/2024 14:13:51		east-kmr@tatikawa.or.jp		ケア・マネジャー		いいえ (新潟県栄養士会会員外)								大変参考になった。

		1/19/2024 15:31:25		ngt112220@pref.niigata.lg.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01500059		小田　恵理		可視化すること、分かりやすく伝えることの大切さを再認識できました。
特に、手書きのイラスト資料は大変分かりやすく勉強になりました。
また、メッツについては知っていましたが、生活行為を歩数に換算するのは初めて知りました。掃除機かけ、草むしり、入浴などが僅か10分で1,000歩に換算できるとは驚きました。		大変参考になった。

		1/19/2024 16:37:24		rainbow-villa@vanilla.ocn.ne.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		10001236		村山　千晶		在宅栄養支援について大変参考になりました。報酬改定については現在国での検討が進行中とのことですので、決定を待って再度情報収集したいと思います。		大変参考になった。				診療報酬・介護報酬（栄養関連）に関する勉強会

		1/19/2024 17:02:01		osawa.1q5@icloud.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502899		小幡郁子		具体的な事例があり、これからの栄養支援に活用できる内容であった。拝聴しながらも対象者に合わせたかかわりを考え出すことができた。		大変参考になった。		行政を通さず独自でなさっている活動がございましたらご教授いただきたいです。行政を動かすために実績を作っておきたいと考えております。		配食事業へのかかわり		今回多職種へのチラシ配布や在宅医療推進センターからの発信があり、医師の方から反応がありました。栄養士だけでなく多職種に理解してもらう事こそが啓発の近道だと思います。またお願いします。

		1/19/2024 21:54:36		ayanozoiku@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502177		久志田　順子		今回の講演では、地域医療に関わる職種から栄養の関わりの重要性を　繰り返しお話いただき身の引きしまる思いがしました。
多職種連携といわれて久しく、また各方面から在宅医療介護の推進に向けて取り組みが行われている現状ですが、職種間の垣根、行政と立ち位置の違い等　直球では進まない現状は
共通の課題と思われます。栄養士業務の枠にとらわれす、関わる多職種業務を知ること、国・行政の流れの変化を知ることの重要性を本講演で学ぶことができました。ありがとうございました。		大変参考になった。

		1/20/2024 10:32:09		ekoeko-mark.4554@docomo.ne.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502495		浅見　映子		丁寧でとても分かりやすかったです。
重度化予防のためにも、やはり多職種での連携が重要と再確認しました。		大変参考になった。				共通認識を持つ上でも今回のような多職種が受講できる研修会は良いと思います。

		1/20/2024 10:55:01		khoumon@sinjinkai.or.jp		看護師		いいえ (新潟県栄養士会会員外)								大変参考になった。				ケアステーションとの連携事例について　

		1/20/2024 14:14:01		orichie@fine.ocn.ne.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01501115		折居千惠子		内容はわかりやすく、同じ方向を向いての多職種連携が必要であると益々感じました。
大分県がうらやましい限りです。県のリーダーシップが大切ですね。全ての職能・職種を束ねることは、県の役目と思います。		大変参考になった。				今さらですが、CKDの初期からステージに合わせた栄養・食事のとり方についての内容（対象者に寄り添った）


		1/21/2024 11:18:10		e.fujita@outlook.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502685		藤田　恵美子		第８次医療計画において高齢者の対策の必要性がよくわかり、フレイル予防における栄養の重要性と多職種連携の必要性がよくわかった。		大変参考になった。				リハビリと栄養について

		1/21/2024 11:29:41		ukazien@bc.wakwak.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01500337		櫻井　由香		分かりやすい説明で理解できました。		参考になった。

		1/21/2024 13:14:51		kscoolbb@yahoo.co.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01503964		齋藤香代子		貴重な講演大変興味深く拝聴しました。在宅栄養も含め高齢者の栄養支援に従事しています。今後の業務に活かしていきたいと思います。		大変参考になった。						毎回、貴重な研修を企画して頂きありがとうございます、大変参考になりました。

		1/21/2024 15:57:59		hiroko-karasawa@room.ocn.ne.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502442		柄沢弘子		とても分かりやすい内容で、在宅高齢者のフレイル予防に多職種の連携が必須であることがとてもよく理解できました。		大変参考になった。

		1/21/2024 16:00:39		yukie.mizusawa@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502709		水澤　恭江		国の流れや具体的な内容でとても勉強になりました		大変参考になった。

		1/21/2024 16:30:34		tyako@mbe.nifty.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01503913		伊藤　久子		自立支援のためには多職種連携が必要で、栄養もかかわることが大事だという話は、仕事をするうえでとても励みになりました。		大変参考になった。

		1/21/2024 17:14:33		kumagon.m55@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01503838		熊倉　みゆき		在宅支援の位置付けが高まること。その中で栄養士の担う役割が大きいこと。多職種とともに目的を達成するために協力しあい、工夫を重ねることが大事であることを実感しました。専門知識だけでなく、伝える力を磨かなくてはと思いました。		大変参考になった。				コミュニケーションスキルを上げるような研修があれば受講したいです。

		1/21/2024 17:58:51		ogawa-design-003@outlook.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502100		小川　佳子		事例があり分かりやすかった		参考になった。

		1/21/2024 20:54:08		megr2megr23@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		1500301		今井　恵		次年度に繋がる今後の流れや支援についてのポイントをわかりやすくご講演いただきました。		大変参考になった。		ケア会議の中ではまだ、リハビリや生活環境の改善へ会議の流れが進んで行くことが多いように感じます。
　流れを上手に変えるポイントやタイミングの図り方等ありましたらご教示ください。
宜しくお願いいたします。		研修は何でも受講させていただきます。		特記事項ありません。


		1/21/2024 22:08:13		tomura@unii.ac.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502010		村山　稔子		今後の人口減少により自助共助が求められており在宅における栄養管理の重要性を理解することができた。実際の運動と栄養の介入により2カ月でも5m歩行が見違えるほど改善することを画像で確認し、早期介入の重要性を学んだ。また、つい、入浴困難→ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽと考えがちだが、その原因を検討し介入してからであることや、栄養指導内容を他職種と共有すること、そのまんまカード利用し食事内容を評価することなどは今後の業務に役立つ内容をたくさん学ぶことができた。		大変参考になった。				他の専門職と合同で研修会や症例検討を行い相互の理解を深めるような研修会（グループワークまでは難しいかもしれないので、代表者により地域ケア個別会議を再現していただき、その後の経過も含め学ぶような感じとか）

		1/21/2024 22:53:09		chiyosa@out.look.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		10002		山本　幸代		ますます大きくなるであろう在宅支援の必要性を強く感じた。		参考になった。				災害支援

		1/21/2024 22:53:59		dekabri.r@docomo.ne.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502943		伊藤　涼子		実例が具体的でわかりやすかった		大変参考になった。

		1/21/2024 23:55:19		cameco1210@gmail.com		栄養士・管理栄養士		いいえ (新潟県栄養士会会員外)								大変参考になった。

		1/22/2024 6:53:08		mktn1221@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		20007955		高橋　美希		介護制度の仕組みが非常に分かりやすかった。今回の講義をきっかけに、使える資源を確認し地域がより元気になるように関わっていきたい。		大変参考になった。

		1/22/2024 8:10:52		09051915217ma@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		10001619		押味　真里菜		実際の事例をみることができて分かりやすかった。		参考になった。

		1/22/2024 13:14:05		eiyou@yukigunihp.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01590048		戸田　恵美		現在は地域ケア個別会議助言者研修に参加をはじめており、今後個別会議の見学をさせていただく予定もあることから、今回の研修会を拝聴させていただきました。
地域ケア会議の５つの機能、「地域課題から市町村としての政策形成につなげていくことも期待される」という２点を知ることができたのは自分にとって大きい収穫と感じています。その時の対象者にできうる提案をするイメージでいましたが、将来にわたる大きな枠組みとして新たな資源が地域に設けられる可能性があることにワクワクしました。
また、具体的な事例の紹介によってチームとして、いち対象者に関わる様子がとても分かりやすかったです。		大変参考になった。

		1/22/2024 14:23:42		minako.seshi@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01503506		瀬下　美奈子		参考になりました。		参考になった。

		1/22/2024 14:57:25		eriko.kiryuu@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01504151		鬼立絵梨子		とてもわかりやすく個別会議や成り立ちをお話しいただき、改めて勉強になりました。栄養士ができる可能性を理解していただき、発揮できるよう取り組んでいきたいと思いました。		大変参考になった。

		1/22/2024 20:09:09		aeb05652@nifty.com		理学療法士		いいえ (新潟県栄養士会会員外)								後半の内容について、重点的に講義してほしかった。

		1/22/2024 20:37:06		saori.take.apr.9@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		10011265		竹内 沙織		大変勉強になりました。栄養は重要であると理解してはいましたが、管理栄養士の関わり次第で、大きな成果を上げられる可能性があること、対象者に直接対応するだけでなく、対象者に関わる方に対してアプローチすることも効果的なケースがあることが分かりました。		大変参考になった。

		1/22/2024 21:15:56		site-yuki.and-co.0307@docomo.ne.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01503509		石田　由樹子		このような機会をありがとうございました。
		参考になった。

		1/22/2024 21:17:49		partkotoe@yahoo.co.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01503870		山川　琴栄		国の仕組みをわかりやすく解説いただき、介護予防の大切な基本を学ぶことができた。また、先生のご講演をききたいと思った。		大変参考になった。

		1/22/2024 21:51:19		a.R.D.2020.50@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01503240		渡邉　潮美		厚生労働省の資料の開設がわかりやすかった。また、栄養改善による身体機能向上の具体事例を動画で確認できて非常に良かった。		大変参考になった。

		1/22/2024 22:10:21		kazue-suzuki@nuhw.ac.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502031		鈴木一恵		高齢者の低栄養の問題に対して、管理栄養士が関わってよかったと多職種や住民から認知される活動が必要だと思う。そのヒントが詰まった講演であった。		大変参考になった。

		1/22/2024 22:37:55		miiwa1@outlook.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502908		岩谷　美江		食事管理の支援例が大変参考になりました。支援が一方通行にならず、対象者と一緒に考え課題を可視化することができており、素晴らしいと思いました。		大変参考になった。

		1/22/2024 23:11:31		kojima.miyo@pref.niigata.lg.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01500496		小島美世		医療計画についての内容が薄くて期待外れだった。		医療計画の内容が薄くて残念。

		1/22/2024 23:16:29		a.yamaguchi@kir.biglobe.ne.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01500276		山口　朝子		事例は具体的でとてもわかりやすかったです。政策の背景や今後の方向性の見方についても大変参考になりました。		大変参考になった。				ケアマネージャーや訪問看護師からみた食事や栄養面での介入事例や連携の事例を勉強したいと思います。		配信期間終了後の数日間は資料ダウンロードできるようにしてほしいです。（受講後に印刷したい場合もあるため）






受講後アンケート　編集

		タイムスタンプ		メールアドレス		1.あなたの職種を教えて下さい		2.あなたは新潟県栄養士会の会員ですか？		A.栄養士会会員番号		B.お名前(漢字)　入力例：栄養　花子		C.講演の内容について、ご意見・ご感想をお聞かせください。		3.今回の研修の内容はいかがでしたか？		4.講師への質問がある方はこちらにご入力ください。
		5.今後受講したい研修講師や内容がありましたら、お聞かせください。事業運営の参考にさせていただきます。		6.その他、ご意見や新潟県栄養士会への連絡事項等があればなどはこちらへご入力ください。

		1/16/2024 14:40:39		kyotaku_momonoki@aq.wakwak.com		ケア・マネジャー		いいえ (新潟県栄養士会会員外)								大変参考になった。

		1/16/2024 16:27:34		wha18024@nuhw.ac.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		20013440		竹内　佳乃子				参考になった。

		1/16/2024 18:39:11		odaira@inaho-s-net.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502481		大平　真由美		報酬改定前にタイムリーな内容。		参考になった。		特にありません。		実践例の報告会や検討会議		特にありません。

		1/17/2024 15:34:12		tomoko_0427@yahoo.co.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502912		田村　智子				大変参考になった。

		1/17/2024 21:38:41		miyo_canon2016@yahoo.co.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01501771		長谷川　美代		管理栄養士からも発信していく必要性を痛感した。		参考になった。

		1/17/2024 22:42:55		saku.kuru.a@iCloud.com		栄養士・管理栄養士		いいえ (新潟県栄養士会会員外)								大変参考になった。

		1/18/2024 5:36:36		napford_brendam0117@outlook.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01503329		藤澤　恵子		
自立支援のためには多職種連携は必須。3
 タショクシュ レンケイ		大変参考になった。

		1/18/2024 11:57:40		nokumegu1222@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01504248		畠山　恵				大変参考になった。

		1/18/2024 14:49:44		ogi_eiyou@niigata-min.or.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01500491		佐藤　千鶴		在宅支援には栄養が必須と感じた。6
現在勤務の通所リハビリを持つ老健施設では、在宅支援、指導等は行えてはいない ザイタク エイヨウ		大変参考になった。				実際の在宅栄養指導の実践や歯科診療など摂食嚥下指導。認知症の在宅栄養指導など


		1/18/2024 17:06:06		yonekura-r@city.mitsuke.niigata.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502808		米倉里佳		事例は効果が一目瞭然でわかりやすくとても良かったです。3		大変参考になった。

		1/18/2024 20:21:31		215md-grpn.pig-mo203@ezweb.ne.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01504215		齋藤　翠		幅広い分野を学ぶことができ良かった。		大変参考になった。

		1/18/2024 23:58:22		keserd.serd.sachiko41@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502881		山田　祥子		国の動向と栄養士がどのように関わっていけば良いのかが理解できた。		大変参考になった。				今後受講したい講師
・佐々木淳先生：在宅高齢者の栄養をどのように考えるか
・塩野崎淳子さん（仙台で在宅訪問栄養食事指導で活躍）：重度障害児と栄養ケア（家族とのかかわり）

		1/19/2024 11:12:10		k0902633d@docomo.ne.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01503839		出崎　加奈子		今後の助言に活かしていきたい。		大変参考になった。		ケアマネさんやご家族が消極的な場合はどうしたら良いでしょうか？		在宅で使えるサービスについて。
上手い活用方法など。		以前ケアマネさん目線からの研修を受けましたが、ケアマネ、相談員への意識づけも必要だと感じます。

		1/19/2024 14:13:51		east-kmr@tatikawa.or.jp		ケア・マネジャー		いいえ (新潟県栄養士会会員外)								大変参考になった。

		1/19/2024 15:31:25		ngt112220@pref.niigata.lg.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01500059		小田　恵理		イラスト資料は大変分かりやすく勉強になった。
生活行為をメッツに換算する考え方が勉強になった。 カンガ カタ ベンキョウ		大変参考になった。

		1/19/2024 16:37:24		rainbow-villa@vanilla.ocn.ne.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		10001236		村山　千晶		報酬改定について再度情報収集したいと思った。		大変参考になった。				診療報酬・介護報酬（栄養関連）に関する勉強会

		1/19/2024 17:02:01		osawa.1q5@icloud.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502899		小幡　郁子		具体的な事例がこれからの栄養支援に活用できる内容であった。対象者に合わせたかかわりを考える機会となった。 キカイ		大変参考になった。		行政を通さず独自でなさっている活動がございましたらご教授いただきたいです。行政を動かすために実績を作っておきたいと考えております。		配食事業へのかかわり		今回多職種へのチラシ配布や在宅医療推進センターからの発信があり、医師の方から反応がありました。栄養士だけでなく多職種に理解してもらう事こそが啓発の近道だと思います。またお願いします。

		1/19/2024 21:54:36		ayanozoiku@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502177		久志田　順子		今回の講演では、地域医療に関わる職種から栄養の関わりの重要性を　繰り返しお話いただき身の引きしまる思いがしました。
多職種連携といわれて久しく、また各方面から在宅医療介護の推進に向けて取り組みが行われている現状ですが、職種間の垣根、行政と立ち位置の違い等　直球では進まない現状は
共通の課題と思われます。栄養士業務の枠にとらわれず、関わる多職種業務を知ること、国・行政の流れの変化を知ることの重要性を本講演で学ぶことができました。ありがとうございました。		大変参考になった。

		1/20/2024 10:32:09		ekoeko-mark.4554@docomo.ne.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502495		浅見　映子		丁寧でとても分かりやすかった。
重度化予防のためにも、多職種での連携が重要と再認識した。 サイニンシキ		大変参考になった。				今回のような多職種が受講できる研修会は良い

		1/20/2024 10:55:01		khoumon@sinjinkai.or.jp		看護師		いいえ (新潟県栄養士会会員外)								大変参考になった。				ケアステーションとの連携事例について　

		1/20/2024 14:14:01		orichie@fine.ocn.ne.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01501115		折居　千惠子		内容はわかりやすく、多職種連携が同じ方向を向いて支援していく必要があると益々感じた。
大分県がうらやましい限りで、県のリーダーシップが大切。全ての職能・職種を束ねることは、県の役目と思います。 シエン		大変参考になった。				今さらですが、CKDの初期からステージに合わせた栄養・食事のとり方についての内容（対象者に寄り添った）


		1/21/2024 11:18:10		e.fujita@outlook.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502685		藤田　恵美子		高齢者の対策の必要性、栄養の重要性と多職種連携の必要性がよくわかった。		大変参考になった。				リハビリと栄養について

		1/21/2024 11:29:41		ukazien@bc.wakwak.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01500337		櫻井　由香		分かりやすい説明で理解できました。		参考になった。

		1/21/2024 13:14:51		kscoolbb@yahoo.co.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01503964		齋藤　香代子		在宅栄養も含め高齢者の栄養支援に従事しており、貴重な講演、大変興味深く拝聴した。今後の業務に活かしていきたい。 ジュウジ		大変参考になった。						毎回、貴重な研修を企画して頂きありがとうございます、大変参考になりました。

		1/21/2024 15:57:59		hiroko-karasawa@room.ocn.ne.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502442		柄沢　弘子		とても分かりやすい内容だった。在宅高齢者のフレイル予防に多職種の連携が必須であることがよく理解できた。		大変参考になった。

		1/21/2024 16:00:39		yukie.mizusawa@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502709		水澤　恭江		国の流れや具体的な内容とても勉強になりました		大変参考になった。

		1/21/2024 16:30:34		tyako@mbe.nifty.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01503913		伊藤　久子		自立支援のためには多職種連携が必要で、栄養もかかわることが大事だという話は、仕事をするうえでとても励みになりました。 ハナシ		大変参考になった。

		1/21/2024 17:14:33		kumagon.m55@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01503838		熊倉　みゆき		在宅支援の位置付けが高まること。その中で栄養士の担う役割が大きいこと。多職種とともに目的を達成するために協力しあい、工夫を重ねることが大事であることを実感しました。専門知識だけでなく、伝える力を磨かなくてはと思いました。		大変参考になった。				コミュニケーションスキルを上げるような研修があれば受講したいです。

		1/21/2024 17:58:51		ogawa-design-003@outlook.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502100		小川　佳子		事例があり分かりやすかった		参考になった。

		1/21/2024 20:54:08		megr2megr23@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		1500301		今井　恵		次年度に繋がるポイントをわかりやすくご講演いただきました。		大変参考になった。		ケア会議の中ではまだ、リハビリや生活環境の改善へ会議の流れが進んで行くことが多いように感じます。
　流れを上手に変えるポイントやタイミングの図り方等ありましたらご教示ください。
宜しくお願いいたします。		研修は何でも受講させていただきます。		特記事項ありません。


		1/21/2024 22:08:13		tomura@unii.ac.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502010		村山　稔子		今後の人口減少により自助共助が求められており在宅における栄養管理の重要性を理解することができた。実際の運動と栄養の介入により改善することを画像で確認し、早期介入の重要性を学んだ。つい、入浴困難→ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽと考えがちだが、その原因を検討し介入してからであることや、栄養指導内容を他職種と共有すること、そのまんまカード利用し食事内容を評価することなどは今後の業務に役立つ内容をたくさん学ぶことができた。		大変参考になった。				他の専門職と合同で研修会や症例検討を行い相互の理解を深めるような研修会（グループワークまでは難しいかもしれないので、代表者により地域ケア個別会議を再現していただき、その後の経過も含め学ぶような感じとか）

		1/21/2024 22:53:09		chiyosa@out.look.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		10002		山本　幸代		ますます大きくなるであろう在宅支援の必要性を強く感じた。		参考になった。				災害支援

		1/21/2024 22:53:59		dekabri.r@docomo.ne.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502943		伊藤　涼子		実例が具体的でわかりやすかった		大変参考になった。

		1/21/2024 23:55:19		cameco1210@gmail.com		栄養士・管理栄養士		いいえ (新潟県栄養士会会員外)								大変参考になった。

		1/22/2024 6:53:08		mktn1221@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		20007955		高橋　美希		介護制度の仕組みが非常に分かりやすかった。今回の講義をきっかけに、使える資源を確認し地域がより元気になるように関わっていきたい。		大変参考になった。

		1/22/2024 8:10:52		09051915217ma@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		10001619		押味　真里菜		実際の事例をみることができて分かりやすかった。		参考になった。

		1/22/2024 13:14:05		eiyou@yukigunihp.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01590048		戸田　恵美		今後地域ケア会議に出席することを検討している為今回の研修会を受講した。自分の想像していた以上の可能性があることにワクワクしました。
事例では、いち対象者に、チームとして関わる様子がとても分かりやすかった。 チイキ シュッセキ ケントウ タメ ジュコウ ジブン ソウゾウ イジョウ		大変参考になった。

		1/22/2024 14:23:42		minako.seshi@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01503506		瀬下　美奈子		参考になりました。		参考になった。

		1/22/2024 14:57:25		eriko.kiryuu@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01504151		鬼立　絵梨子		個別会議や成り立ち改めて勉強になった。栄養士の可能性を理解していただいている事、今後の活動の励みになった。 リカイ コト コンゴ カツドウ ハゲ		大変参考になった。

		1/22/2024 20:09:09		aeb05652@nifty.com		理学療法士		いいえ (新潟県栄養士会会員外)								後半の内容について、重点的に講義してほしかった。

		1/22/2024 20:37:06		saori.take.apr.9@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		10011265		竹内　 沙織		管理栄養士の関わりで大きな成果を上げられる可能性があること、直接対象者に対応するだけでなく、対象者に関わる方にアプローチすることも効果的なケースがあることが分かった。 チョクセツ タイショウシャ		大変参考になった。

		1/22/2024 21:15:56		site-yuki.and-co.0307@docomo.ne.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01503509		石田　由樹子		このような機会をありがとうございました。
		参考になった。

		1/22/2024 21:17:49		partkotoe@yahoo.co.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01503870		山川　琴栄		介護予防の大切な基本、国の仕組みをわかりやすく学ぶことができた。また、先生のご講演をききたい。		大変参考になった。

		1/22/2024 21:51:19		a.R.D.2020.50@gmail.com		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01503240		渡邉　潮美		厚生労働省の資料の解説がわかりやすかった。また、栄養改善による身体機能向上の具体事例を動画で確認できて非常に良かった。 カイセツ		大変参考になった。

		1/22/2024 22:10:21		kazue-suzuki@nuhw.ac.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502031		鈴木　一恵		高齢者の低栄養の問題に管理栄養士が関わってよかったと多職種や住民から認知されるような活動が必要だと思う。そのヒントが詰まった講演であった。		大変参考になった。

		1/22/2024 22:37:55		miiwa1@outlook.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01502908		岩谷　美江		食事管理の支援例について、支援が一方通行にならず、対象者と一緒に考え課題を可視化することができており、素晴らしいと思った。		大変参考になった。

		1/22/2024 23:11:31		kojima.miyo@pref.niigata.lg.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01500496		小島　美世		医療計画についての内容が薄くて期待外れだった。		医療計画の内容が薄くて残念。

		1/22/2024 23:16:29		a.yamaguchi@kir.biglobe.ne.jp		栄養士・管理栄養士		はい (新潟県栄養士会会員)		01500276		山口　朝子		事例は具体的でとてもわかりやすかったです。政策の背景や今後の方向性の見方についても大変参考になりました。		大変参考になった。				ケアマネージャーや訪問看護師からみた食事や栄養面での介入事例や連携の事例を勉強したいと思います。		配信期間終了後の数日間は資料ダウンロードできるようにしてほしいです。（受講後に印刷したい場合もあるため）






報告書

		R５年度　在宅栄養ケア研修会アンケート集計　（配信期間：2024.1.16～1.22） ネンド ザイタク エイヨウ ケンシュウカイ シュウケイ ハイシンキカン



		1.受講申し込みフォーム　入力人数　延べ255人  ジュコウ モウ コ

		職種 (複数回答可) ショクシュ

		1.医師 イシ						2

		2.歯科医師 シカイシ						5

		3.薬剤師 ヤクザイシ						6

		4.歯科衛生士 シカ エイセイシ						17

		5.ケア・マネジャー						15

		6.ヘルパー						1

		7.栄養士・管理栄養士 エイヨウシ カンリエイヨウシ						168

		8.看護師 カンゴシ						30

		9.理学療法士 リガクリョウホウシ						11

		10.作業療法士 サギョウリョウホウシ						5

		11.言語聴覚士 ゲンゴ						3

		12.その他 ホカ						5

		合計 ゴウケイ						268

		その他：医療事務2、特別支援学校講師1、在宅医療推進センター1、自治体職員1 ホカ イリョウジム トクベツ シエン ガッコウ コウシ ザイタク イリョウ スイシン ジチタイ ショクイン



		2.受講後アンケート　提出人数　48人 ジュコウゴ

		 ①職種 ショクシュ						(人) ニン

		1.医師 イシ						0

		2.歯科医師 シカ イシ						0

		3.薬剤師 ヤクザイシ						0

		4.歯科衛生士 シカエイセイシ						0

		5.ケア・マネジャー						2

		6.ヘルパー						0

		7.栄養士・管理栄養士 エイヨウシ カンリエイヨウシ						44

		8.看護師 カンゴシ						1

		9.理学療法士 リガクリョウホウシ						1

		10.作業療法士 サギョウリョウホウシ						0

		11.言語聴覚士 ゲンゴ						0

		12.その他 ホカ						0

		合計 ゴウケイ						48



		②栄養士会会員か。

		1.はい						42

		2.いいえ						6

		合計 ゴウケイ						48



		③研修内容の感想 ケンシュウ ナイヨウ カンソウ

		1.大変参考になった タイヘン サンコウ						37

		2.参考になった サンコウ						9

		3.よくわからなかった						0

		4.その他 ホカ						2

		合計 ゴウケイ						48

		その他：・前半の内容を重点的に聞きたかった。 タ ゼンハン ナイヨウ ジュウテンテキ キ

		　　　　・後半の内容を重点的に聞きたかった。 コウハン ナイヨウ ジュウテン テキ キ









		④講演内容の感想(要約)・(人) コウエン ナイヨウ ヨウヤク

		A　講演の内容について、ご意見・ご感想

		・報酬改定前にタイムリーな内容だった。　　　　

		・医療計画から実際に行っている在宅支援まで幅広い分野を学ぶことができて良かった。

		・介護制度の仕組みが非常に分かりやすかった。今後地域資源を確認し地域がより元気になるように関理を持ちたい。 コンゴ チイキ シゲン リ モ

		・厚生労働省の資料の解説がわかりやすかった。 カイセツ

		・栄養改善による身体機能向上の具体事例を動画で確認できて非常に良かった。

		・政策の背景や今後の方向性の見方についても大変参考になりました。

		・医療計画についての内容が薄くて期待外れだった。

		・国の仕組みをわかりやすく解説いただき、介護予防の大切な基本を学ぶことができた。

		・今後の流れや支援についてのポイントをわかりやすくご講演いただきました。

		・とてもわかりやすく個別会議や成り立ちをお話しいただき、改めて勉強になりました。。

		・地域ケア個別会議助言者研修に参加や、個別会議の見学予定に、活かしたい。

		・地域ケア会議５つの機能、「地域課題から市町村の政策形成につなげる期待される」という２点は大きな収穫 オオ シュウカク

		・誰がどのように介入するかがわかりやすく明記され、今後の助言に活かしていきたい。

		　将来にわたる大きな枠組みとして新たな資源が地域に設けられる可能性があることに期待したい。 キタイ

		・デイサービス本来の目的や今後の栄養指導に役立つ多くの情報を得ることができた。２人 ホンライ モクテキ コンゴ エイヨウシドウ ヤクダ オオ ジョウホウ エ ニン

		・今後の在宅支援の重要性が理解できた。2人 コンゴ ザイタク シエン ジュウヨウ セイ リカイ ニン

		・高齢者低栄養問題に、管理栄養士の関わりが多職種や住民から認知される活動が必要。そのヒントが詰まていた カカ

		・栄養士として支援スキルと多職種への伝達指導等できるような知識や技術を身につけたい。2人 ニン

		・栄養の大切さ、地域・多職種との連携の大切さを改めて学ぶことができました。　　　　14人 タショクシュ ニン

		・在宅ケアの栄養士の介入について栄養支援の必要性について理解することができました。2人 ニン

		・具体的事例や手書きのイラスト資料は大変分かりやすく勉強になりました。14人 グタイテキ ジレイ ニン

		・実際に伝える力が重要であることが判りました。 ジッサイ ツタ チカラ ジュウヨウ ワカ

		・参考になりました。

		・管理栄養士の関わり次第で、大きな成果を上げられる可能性があることがわかりました。

		・支援が一方通行にならず、対象者と一緒に考え課題を可視化することができており、素晴らしいと思いました。

		・後半の内容について、重点的に講義してほしかった。

		・自分事として捉えている人がどのぐらいいるのだろうかと気になりました。



		Ｂ講師への質問 コウシ シツモン

		・ケアマネさんやご家族が消極的な場合の対処について タイショ

		・行政を動かすために実績を作りたい。行政を通さない独自活動についてお聞かせください。 キ

		・流れを上手く変えるポイントやタイミングのはかり方等ありましたらご教示ください



		C在宅医療（栄養）推進事業　講演会希望 ザイタク イリョウ エイヨウ スイシン ジギョウ コウエンカイ キボウ

		・実際の在宅栄養指導の実践や歯科診療など摂食嚥下指導。認知症の在宅栄養指導など

		・佐々木淳先生：在宅高齢者の栄養をどのように考えるか

		・塩野崎淳子さん（仙台で在宅訪問栄養食事指導で活躍）：重度障害児と栄養ケア（家族とのかかわり）

		・在宅で使えるで使えるサービスについて。上手な活用方法など ツカ ツカ ジョウズ カツヨウ ホウホウ

		・診療報酬・介護報酬（栄養関連）に関する勉強会

		・配食事業へのかかわり

		・共通認識を持つ上でも今回のような多職種が受講できる研修会は良いと思います。

		・ケアステーションとの連携事例について　

		・リハビリと栄養について

		・コミュニケーションスキルを上げるような研修

		・他の専門職と合同で研修会や症例検討を行い相互の理解を深めるような研修会

		（代表者により地域ケア個別会議を再現していただき、その後の経過も含め学ぶような感じとか）

		・ケアマネージャーや訪問看護師からみた食事や栄養面での介入事例や連携の事例を勉強したい。

		・災害支援

		・CKDの初期からステージに合わせた栄養・食事のとり方についての内容（対象者に寄り添った）



		Dその他意見 タ イケン

		・以前ケアマネさん目線からの研修を受けましたが、ケアマネ、相談員への意識づけも必要だと感じます。

		・今回多職種へのチラシ配布や在宅医療推進センターからの発信があり、医師の方から反応がありました。

		　栄養士だけでなく多職種に理解してもらう事こそが啓発の近道だと思います。

		・毎回、貴重な研修を企画して頂きありがとうございます、大変参考になりました。

		・配信期間終了後の数日間は資料ダウンロードできるようにしてほしいです。



受講職種



[分類名]医師[パーセンテージ]
[分類名].歯科医師[パーセンテージ]
[分類名]薬剤師[パーセンテージ]
[分類名].歯科衛生士[パーセンテージ]

[分類名].ケアマネジャ[パーセンテージ]
[分類名]ヘルパー[パーセンテージ]
[分類名].管理栄養士・栄養士
[パーセンテージ]

[分類名].看護師
[パーセンテージ]

[分類名].理学療法士[パーセンテージ]
[分類名].作業療法士[パーセンテージ]
[分類名].言語聴覚士[パーセンテージ]
[分類名].その他[パーセンテージ]

2	5	6	17	15	1	168	30	11	5	3	5	
アンケート➀職種

[分類名].ケア・マネジャー[パーセンテージ]

7.管理栄養士・栄養士
[パーセンテージ]

[分類名].看護師[パーセンテージ]
[分類名].理学療法士[パーセンテージ]

0	0	0	0	2	0	44	1	1	0	0	0	
アンケート②栄養士会員

1.はい[パーセンテージ]

[分類名]いいえ
[パーセンテージ]

42	6	
アンケート③感想

1.大変参考になった
[パーセンテージ]

[分類名]参考になった
[パーセンテージ]

3わからない
[パーセンテージ]

[分類名]その他
[パーセンテージ]
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Sheet1

		1.医師 イシ		3

		2.歯科医師 シカ イシ		3

		3.ケアマネ		1

		4.ヘルパー		1

		5.栄養士,管理栄養士 エイヨウシ カンリ エイヨウシ		337

		6.看護師,保健師 マモル シ ホケンシ		6

		7.言語聴覚士 ゲンゴ チョウカクシ		1

		8.生活相談員 セイカツ ソウダン イン		1

		合計 ゴウケイ		353
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